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１）名称及び代表者名
　　岩本工業株式会社

　　代表取締役　岩本　滋昌

２）所在地

　　本社　　　　　　〒819-0015　福岡市西区愛宕2丁目19番37号

３）環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先
　　責任者 松浦裕一

　　担当者 川尻美樹

　　ＴＥＬ 092-881-0010

　　ＦＡＸ 092-881-1353

　　Ｅ－ｍａｉｌ m-kawashiri@iwamoto-g.co.jp

４）事業内容
　　福岡県知事　許可（特ー1）第2625号

　　土木工事業、舗装工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業

       URL http://www.iwamoto-g.co.jp/

５）事業の規模
       創　業 大正　6年　5月

       資本金 2,100万円

       事業年度 7月〜翌年6月

       売上高 23,684万円（2022年度：2022年7月1日〜2023年6月30日）

区分 単位

従業員数 人

延べ床面積 ㎡

１）対象組織

　　本社

２）事業活動

　　土木工事業、舗装工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業

3）対象外組織

　　なし（全組織、全活動を対象とする）

本社
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１．組織の概要

２．認証・登録の対象範囲
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　　　　　➀　社会インフラ事業への貢献

　　　　　②　二酸化炭素排出量の削減等による地球温暖化防止

　　　　　③　廃棄物排出量の削減

　　　　　④　資源の効率活用

　　　　　⑤　環境保全活動への貢献

　　　２）環境関連法および協定等を遵守する。

　　　　　　　　

経営理念

安全で安心できる街づくりのため、社会資本の整備に貢献します。

環境経営方針

重点活動

    ３．環境経営方針

　　　１）当社の事業活動から、以下の重点事項について「カイゼン」活動に取り組みます。

　かつて江戸時代の日本は、すでに安全な循環型社会を実現していたといわれ、そのために豊かな環

境と経済の好循環が生まれて様々な文化が花開いたと考えられています。当時のエネルギー事情に違

いがあり、現代との単純比較は困難ですが、少なくとも日本人が古くから持ち合わせている「もった

いない」という考え方には学ぶべきものがあります。

　今は、さらに少しでも良くしようという「カイゼン」という言葉があります。「もったいない」を

さらに発展させるために、留まることなく「カイゼン」し続けなければなりません。

　

　弊社経営方針の行動規範に「行動のABC」という言葉があります。

　　　　　「A～当たり前のことを　　B～ボヤーッとせずに　　C～ちゃんとする」

　具体的には、まず自分たちにできること、身の回りからやさしい環境作りを始めることです。一人

ひとりの小さな意識で、当たり前のこととをボヤーッとせずにちゃんと実践すること、行き着くとこ

ろは地球にやさしい環境作りです。

　このため、当社は環境経営を推進するため、環境経営システムを構築・運用し、適時見直しを行い

ながら継続的改善を図って参ります。

　　　　改定日2022年9月29日

　　　　岩本工業株式会社

　　　　代表取締役　岩本滋昌

　　　　制定日2019年7月1日
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2018年7月～

2019年6月

2022年7月～

2023年6月

2023年7月～

2024年6月

2024年7月～

2025年6月

26,888 26,938 26,988

（+100） （+150） （+200）

39,194 38,786 38,377

（△4％） （△5％) （△6％)

17,652 17,469 17,285

（△4％） （△5％) （△6％)

7,494 7,416 7,338

（△4％） （△5％) （△6％)

4,635 4,587 4,538

（△4％） （△5％) （△6％)

2,858 2,828 2,798

（△4％） （△5％) （△6％)

6,079 6,015 5,952

（△4％） （△5％) （△6％)

3.総廃棄物排出量の削減

436 431 427

（△4％） （△5％) （△6％)

％

（リサイクル率）

72 71 71

（△4％） （△5％) （△6％)

全社 回 48 48 48 48

⑴事務所周辺及び町内の清掃活動 本社 回 12 12 12 12

・社会インフラ事業の受注増加は、本業である土木関係工事の施工管理を徹底して、手直し

36 3636

5.地域貢献活動の推進

現場 回 36

95％以上 95％以上 95％以上

4.水使用量の削減 本社 ㎥ 75

⑴一般廃棄物排出量の削減 本社 kg 454

⑵産業廃棄物のリサイクル向上 現場 100

⑶軽油使用量の削減 現場 L 6,332

全社 L 7,806

本社 L 4,828

⑴電気使用量の削減 本社 kWh 18,388

現場

⑵ガソリン使用量の削減

L 2,977

1.社会インフラ事業の受注増加 現場 万円 26,788

2.二酸化炭素排出量の削減 全社 kgーCO₂ 40,827

⑵現場事務所周辺及び町内の清掃活動・

業界団体ボランティア活動等

４．環境経営目標

備考）・（ 　)は②③④の削減目標に対して、2018年度実績値をベースとした削減率を示す。

　　　・購入電力のCO₂排出係数は九州電力㈱2018年度調整後排出係数（0.347kgーCO₂／kWh）を使用した。

　　　・➀の数値は受注金額ベースでします。

2024年度

目標

環境経営目標 単位

基準年

2018年度

実績値
2022年度 2023年度サイト

区分

・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえサイト（本社・現場・全体）に分けて5項目13

   目標を設定しました。

   ゼロ、苦情ゼロ、環境に配慮した資材や重機の調達等で環境性能を高めて受注量を増やす

   もので、環境と経営を融合する本業目標として設定しました。
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1.社会インフラ事業の受注増加

技術提案を行い受注に結び付ける（1件／月） 岩本

福岡市、九州電力㈱以外の受注（2件／年） 岩本

施工管理を徹底し、手直しゼロによる工期短縮に努める 江田

環境に配慮した資材・重機を調達し、低負荷工事を行う 江田

地域環境に配慮した工事を行い、外部苦情ゼロを目指す 江田

空調室温管理（夏28℃、冬20℃)は温度計で行う 川尻

昼休み等、不要時の消灯を実行する 川尻

パソコンの節約モードの実行 川尻

エアコンフィルターの定期清掃 川尻

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進 松浦

エアコンの調節はこまめに実施する 松浦

急発進、急加速を行わない 松浦

車両の空吹かしは行わない 松浦

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進 江田

作業停止中のエンジンストップ 岩本

急発進、急加速を行わない 岩本

車両の空吹かしは行わない 江田

不要な積載物を乗せない 江田

タイヤの空気圧の点検 岩本

現場への相乗りを推進する 佐藤

3.総廃棄物排出量の削減

社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する 川尻

両面プリントの励行 川尻

ミスプリントを無くすため、コピー使用後は必ずリセットする 川尻

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する 川尻

パソコンで共有フォルダを使用し、なるべくペーパレスを実施する 松浦

印刷前プレビュー確認 松浦

現場での再利用に努める 江田

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する 江田

マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を確認する 佐藤

4.水使用量の削減

洗車を行う場合、水を出しっぱなしにしない 松浦

花壇の散水は最小限に行う 川尻

手洗い時、洗い物において日頃から節水を励行している 川尻

5.地域貢献活動の推進

⑴事務所周辺及び町内の清掃活動 本社 事務所周辺及び町内の清掃活動 川尻

現場事務所周辺及び町内の清掃活動 江田

業界団体ボランティア活動 岩本

風水害対策工事の事前パトロール 江田

持込み業者への環境教育（安全運転、整備不良車両の排除） 佐藤

５．環境経営計画

　・環境経営目標を達成するために、以下に示す具体的な活動項目と責任者、スケジュールを

      決めて、全社員一丸となって取り組みました。
　

取組目標
サイト区

分
活動項目 責任者

期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

社会インフラ事業の受注増

加
現場

2.二酸化炭素排出量の削減

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

⑴電気使用量の4%削減 本社

取組目標
サイト区

分
活動項目 責任者

期間

⑵ガソリン使用量の4%削減

⑶軽油使用量の4％削減

本社

現場

取組目標
サイト区

分

取組目標
サイト区

分
活動項目

責任者
期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
活動項目

⑴一般廃棄物排出量の4％

削減
本社

⑵産業廃棄物のリサイクル

向上

（リサイクル率95％以上）

現場

責任者
期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

水使用量の4%削減 本社

取組目標
サイト区

分
活動項目

期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

⑵現場事務所周辺及び町内

の清掃活動・業界団体ボラ

ンティア活動等

現場

責任者

  4



・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、ＥＡ２１委員会委員、ＥＡ２１事務局員を任命する

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・費用）を準備する

・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・ＥＡ２１ガイドラインに要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行する

・代表者への進捗報告

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

・自部門の環境経営目標、環境経営計画の達成と実績の把握を行う

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門の教育・訓練を実施する

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

部門長

（現場責任者）

ＥＡ２１事務局

川尻　美樹

・四半期毎に開催し、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・

　評価する。

・問題点が発生した場合、必要な是正処置を検討する。

ＥＡ２１委員会

環境管理責任者

部門長：松浦　裕一

        を作り、環境への取組を実施しました。

６．計画の実施（取組内容）

     ・環境経営システムを運用し、環境経営を推進するため、社内に次のような実施体制

全従業員

代表取締役

岩本　滋昌

環境管理責任者

総務部部長　松浦　裕一

責任・権限

工事部門（5名）

部門長：江田　巧

所属

１）実施体制　　　

代表者

ＥＡ２１事務局

役割分担表

ＥＡ２１委員会

岩本　滋昌

江田　巧

松浦　裕一

川尻　美樹

総務部門（3名）
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➁二酸化炭素排出量の削減

エコドライブ10ポスター掲示 温度計の設置 昼休みの消灯

環境配慮型重機の使用 エアコン設置温度の管理

２）環境経営計画に基づく当社の取組

①社会インフラ事業の受注増加

施工管理の徹底（導入教育）

・環境経営計画で定めた具体的な取組内容は以下のとおりで、適切に実施でき

   ました。前回よりSDGsの17の目標と紐付けしています。

環境に配慮した再生材の使用

6



庭の散水最小限に節水シール等を貼り意識する

③総廃棄物排出量の削減

裏紙の使用 毎回の計量 マニフェストの管理

④水使用量の削減

➄地域貢献活動の推進

事務所周辺掃除 福岡市道路下水道局水防訓練証明書 水害パトロール

7
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・四半期毎に開催し、取組状況の定期的な確認・評価を実施しました。

            【EA21委員会】



2018年度

実績値

1.社会インフラ事業の受注増加 現場 万円 26,788 26,888 32,828 122% ◎

2.二酸化炭素排出量の削減 全社 kgーCO₂ 40,827 39,194 21,069 186% ◎

⑴電気使用量の削減 本社 kWh 18,388 17,652 14,829 119% ○

全社 L 7,806 7,494 5,926 126% ◎

本社 L 4,828 4,636 2,789 166% ◎

現場 L 2,977 2,858 3,137 91% △

⑶軽油使用量の削減 現場 L 6,332 6,079 844 720% ◎

3.総廃棄物排出量の削減

⑴一般廃棄物排出量の削減 本社 kg 454 436 439 99% △

⑵産業廃棄物のリサイクル向上 現場 ％ 100 95％以上 100 105% ○

4.水使用量の削減 本社 ㎥ 75 72 75.5 95% △

全社 回 48 48 49 102% ○

⑴事務所周辺及び町内の清掃活動 本社 回 12 12 12 100% ○

⑵現場事務所周辺及び町内の清掃活動・業界

団体ボランティア活動等
現場 回 36 36 37 103% ○

７．環境経営目標の実績

⑵ガソリン使用量の削減

備考）・達成状況の判定区分

　　　   ◎：120%≦目標達成率　◯：100%≦目標達成率＜120%  △：80%≦目標達成率＜100%  ×：目標達成率＜80%　—：判定不可

      　 ・目標達成率の計算　  削減目標の場合：目標÷実績×100、増加目標の場合：実績÷目標×100

達成状況

判定

目標

達成率
目標

2022年度

（2022年7月〜2023年6月）
環境経営目標

サイト

区分
単位

実績基準年

・2022年度環境経営目標の達成状況は以下の通りで、設定した5項目13目標のうち今期は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　3目標が僅かに未達成となりました。

     ・①の数値は受注金額ベースで示す。

・一般廃棄物は今回より、段ボール類を重量に追加したため、目標を僅かに上回りました。

・事務所の照明器具を間引き点灯したことにより、電気使用量を削減することが出来たので

　今後もこの取組を継続していきます。

9

5.地域貢献活動の推進



　が出来ました。

　問題を早急になんとかしたいと考えています。

2.二酸化炭素排出量の削減

空調室温管理（夏28℃、冬20℃）は温度計で行う

昼休み等、不要時の消灯を実行する

パソコンの節約モードの実行

エアコンフィルターの定期清掃

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進

エアコンの調節はこまめに実施する

急発進、急加速を行わない

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進

作業停止中のエンジンストップ

急発進、急加速を行わない

車両の空吹かしは行わない

不用な積載物を乗せない

タイヤの空気圧の点検

3.総廃棄物排出量の削減

社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する

両面プリントの励行

現場での再利用に努める

マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を確認する

洗車を行う場合、水を出しっぱなしにしない

花壇の散水は最小限に行う

手洗い時、洗い物において日頃から節水を励行している

⑵ガソリン使用

量の4％削減

⑶軽油使用量の

4％削減

現場

○

7月は気温が上昇した為、車内の温度も上昇し、エア

コン調整はむずかしかった。ガソリンも値上がりし

ているので、「エコドライブ10」を各自できるだけ

意識して運転をするように心がける。

現場への相乗りを推進する

活動項目

８．環境経営計画の取組結果とその評価

4.水使用量の削減

△

環境に配慮した資材・重機を調達し、低負荷工事を行う

地域環境に配慮した工事を行い、外部苦情ゼロを目指す

⑴電気使用量の

4％削減

水使用量の

4％削減

○

○

◎

ミスプリントを無くすため、コピー使用後は必ずリセッ

トする

パソコンで共有フォルダを使用しなるべくペーパレスを

実施する

技術提案を行い受注に結び付ける（1件／月）

福岡市、九州電力㈱以外の受注（2件／年）

取組目標

施工管理を徹底し、手直しゼロによる工期短縮に努める

取組目標 活動項目

本社

○

○

○

◎

○

○

○

○

活動項目
実施状況

判定

○

○

○

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する ◎

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する

実施状況

判定

○

本社

印刷前プレビュー確認

評価

○

サイト

区分

サイト

区分

△

○

○

◎

本社

本社

事務所蛍光灯の間引き点灯 ◎

昼休みの消灯は毎日確実に各自で守れている。前回

より事務所照明器具を間引きした結果、特にエアコ

ンを使わない時期などは少しづつだが削減できてい

るので、このまま事務所の照明器具の間引きは継続

していこうと思う。

現場の書類が増え、裏紙にできない分はシュレッ

ダーにかけるので分量が増加した。

ゴミの分別を推進していて各自できているが削減に

は繋がらなかった。

データ収集を継続しながら削減につながる活動を

行っていく。

○

・環境経営計画で定めた活動項目については、一部を除き全体としては適切に実施する事

○車両の空吹かしは行わない

取組目標 活動項目
サイト

区分

現場
社会インフラ

事業の受注増加

1.社会インフラ事業の受注増加

・次年度は、実施不良の活動項目等を社員に意識付けをすると同時に、長年の人手不足の

実施状況

判定

△

◎

取組目標

○

評価

年間を通して一度も苦情がでることもなかったの

で、引き続き環境に配慮した工事を意識し継続す

る。工事受注の方も12月以外は順調だった。

評価

◎

△

評価

現場の仕事に変動があるため、しっかりマニフェス

ト管理をし排出量の抑制に努める。
現場

サイト

区分

◎

実施状況

判定

⑵産業廃棄物

排出量のリサイ

クル向上（リサ

イクル率）

○

前期より使用量が大幅に増えている。原因は社員の

洗面所蛇口の閉め忘れと分かっているので、新たに

節水プレートを作成し目の付く箇所に貼り付けた。

⑴一般廃棄物

排出量の

4％削減

10



5.地域貢献活動の推進

⑴事務所周辺及び町内

の清掃活動
本社 事務所周辺及び町内の清掃活動

業界団体ボランティア活動

風水害対策の事前パトロール

取組目標
サイト

区分
活動項目

実施状況

判定
評価

○

△

事務所周りの清掃は毎朝かかさずしている。業界団

体ボランティア活動では、福岡市道路下水道局水防

訓練に参加することが出来た。

現場 ◎

持込み業者への環境教育（安全運転、整備不良車両の排

除）
○

現場事務所周辺及び町内の清掃活動

備考）実施状況の判定区分

　　　　　◎：既に定着している　◯：実施されている　　△：概ね実施されている　　×：あまり実施されていない　　−：判定不可	

◎

⑵現場事務所

周辺及び町内の

清掃活動・業界

団体ボランティ

ア活動等

11



2018年7月～

2019年6月

2022年7月～

2023年6月

2023年7月～

2024年6月

2024年7月～   2024

年6月

26,888 26,938 26,988

（+100） （+150） （+200）

39,194 38,786 38,377

（△4％） （△5％) （△6％)

17,652 17,469 17,285

（△4％） （△5％) （△6％)

7,494 7,416 7,338

（△4％） （△5％) （△6％)

4,635 4,587 4,538

（△4％） （△5％) （△6％)

2,858 2,828 2,798

（△4％） （△5％) （△6％)

6,079 6,015 5,952

（△4％） （△5％) （△6％)

3.総廃棄物排出量の削減

436 431 427

（△4％） （△5％) （△6％)

％

（リサイクル率）

72 71 71

（△4％） （△5％) （△6％)

全社 回 48 48 48 48

⑴事務所周辺及び町内の清掃活動 本社 回 12 12 12 12

⑵現場事務所周辺及び町内の清掃

　活動・業界団体ボランティア活動等

12

36 36 36

備考）・（ 　)は②③④の削減目標に対して、2018年度実績値をベースとした削減率を示す。

　　　・購入電力のCO₂排出係数は九州電力㈱2018年度調整後排出係数（0.347kgーCO₂／kWh）を使用した。

　　　・➀の数値は受注金額ベースで示す。

5.地域貢献活動の推進

現場 回 36

95％以上

4.水使用量の削減 本社 ㎥ 75

⑵産業廃棄物のリサイクル向上 現場 100 95％以上 95％以上

⑶軽油使用量の削減 現場 L 6,332

⑴一般廃棄物排出量の削減 本社 kg 454

⑴電気使用量の削減 本社 kWh 18,388

⑵ガソリン使用量の削減

全社 L 7,806

本社 L 4,828

現場 L 2,977

1.社会インフラ事業の受注増加 現場 万円 26,788

2.二酸化炭素排出量の削減 全社 kgーCO₂ 40,827

９． 次年度の計画

基準年

2018年度

実績値

目標

2022年度 2023年度 2024年度

　1）環境経営目標

・本年度の目標達成状況はほぼ良好であったため、次年度目標は予定通り中長期目標の2023年度

環境経営目標
サイト

区分
単位

　を適用します。



1.社会インフラ事業の受注増加

技術提案を行い受注に結び付ける（1件／月） 岩本

福岡市、九州電力㈱以外の受注（2件／年） 岩本

施工管理を徹底し、手直しゼロによる工期短縮に努める 江田

環境に配慮した資材・重機を調達し、低負荷工事を行う 江田

地域環境に配慮した工事を行い、外部苦情ゼロを目指す 江田

人材の確保に力を入れる 松浦

空調室温管理（夏28℃、冬20℃)は温度計で行う 川尻

昼休み等、不要時の消灯を実行する 川尻

パソコンの節約モードの実行 川尻

エアコンフィルターの定期清掃 川尻

LED照明の計画的な移行 松浦

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進 松浦

エアコンの調節はこまめに実施する 松浦

急発進、急加速を行わない 松浦

車両の空吹かしは行わない 松浦

アイドリングストップ及び省燃費運転の促進 江田

作業停止中のエンジンストップ 岩本

急発進、急加速を行わない 岩本

車両の空吹かしは行わない 江田

不要な積載物を乗せない 江田

タイヤの空気圧の点検 岩本

現場への相乗りを推進する 佐藤

「エコドライブ10ポスター」の掲示 川尻

3.総廃棄物排出量の削減

社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する 川尻

両面プリントの励行 川尻

ミスプリントを無くすため、コピー使用後は必ずリセットする 川尻

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する 川尻

パソコンで共有フォルダを使用し、なるべくペーパレスを実施する 松浦

印刷前プレビュー確認 松浦

現場での再利用に努める 江田

ゴミを廃棄する場合は必ず分別し排出する 江田

マニフェストをもとに廃棄物の適正な処理を確認する 佐藤

4.水使用量の削減

洗車を行う場合、水を出しっぱなしにしない 松浦

花壇の散水は最小限に行う 川尻

手洗い時、洗い物において日頃から節水を励行している 川尻

蛇口閉め忘れの防止徹底 川尻

5.地域貢献活動の推進

⑴事務所周辺及び町内の清掃活動 本社 事務所周辺及び町内の清掃活動 川尻

現場事務所周辺及び町内の清掃活動 江田

業界団体ボランティア活動 岩本

風水害対策工事の事前パトロール 江田

持込み業者への環境教育（安全運転、整備不良車両の排除） 佐藤

社会インフラ事業の受注

増加
現場

２）環境経営計画

・次年度の取組計画は、以下の方針に基づき必要に応じて見直していきます。

　

取組目標
サイト区

分
活動項目 責任者

期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

⑴電気使用量の4%削減 本社

2.二酸化炭素排出量の削減

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
取組目標

サイト区

分
活動項目 責任者

期間

責任者

本社

取組目標
サイト区

分

⑵ガソリン使用量の4%削減

⑶軽油使用量の4％削減

現場

活動項目

⑴一般廃棄物排出量の4％

削減
本社

⑵産業廃棄物のリサイクル

向上

（リサイクル率95％以上）

現場

責任者
期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

水使用量の4%削減 本社

期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月
取組目標

サイト区

分
活動項目

期間

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

⑵現場事務所周辺及び町内

の清掃活動・業界団体ボラ

ンティア活動等

現場

責任者
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※次年度の活動項目として赤字項目を追加しました。

取組目標
サイト区

分
活動項目

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　



遵守状況

備考）　遵守状況判定区分　〇：遵守　×：不遵守　ー：該当なし

・さらに今後の運用段階で改善すべき問題が発生した場合は、計画を見直

　したり、新たな取組が必要と判断した場合は、委員会で議論を重ねて参

　りたいと考えています。

14

　　岩本工業株式会社

　でした。

特定建設作業の届出。特定建設作業場の敷地境界線において85

ｄBを超えない

　エコドライブ活動）を指示しました。

　体制を整えて全社員で運用を実施して参りました。

・設定した環境経営目標は、概ね目標を達成でき、取組も適切に実施出来ました。

・事業活動で問題となる二酸化炭素排出量については、目標達成率が186％で、地球温暖化

　防止に多少とも貢献することが出来たと考えています。

・エアコンの調整は猛暑の影響で「健康に配慮した適切なエアコンの使用」をした為、調整

　が難しかった。

　せ、環境経営に取り組んで参ります。

２）見直しの結果

・今後の見直しとして、取組がやや不良となった項目の強化（節水活動、

代表取締役　岩本滋昌

・当社の事業活動に対して、適用される環境関連法規等は次のとおりです。

・社員間に、この取組が普通に浸透していることが感じられます。今後もこの意識を継続さ

１）取組状況の全体評価

業務用エアコンの簡易点検を3ヵ月に1回行う

○

○

〇

〇

特定建設作業の届出。特定建設作業場の敷地境界線において75

ｄBを超えない
○

適用される法規等 主な遵守事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

建設リサイクル法

１0．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　　並びに違反、訴訟等の有無

11．代表者による全体評価と見直しの結果

マニフェストの運用・管理・保管（5年間）

建設資材廃棄物の再資源化により得られた建設資材を使用する努

力

・エコアクション２１の確立・定着を目指して、この3年間環境経営システムを構築し、実施

○

大気汚染の少ない建設機械・機器を採用している ○

消防用設備等の点検・報告

振動規制法

排ガス規制法

消防法

騒音規制法

フロン排出抑制法

・2023年8月に下記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありません。

　でした。また、関係機関からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありません


